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歳入
800億7,717万円

地方交付税
157億5,180万円
（19.7％）

市債
61億4,550万円
（7.7％）

国庫支出金
145億7,733万円
（18.2％）

県支出金
48億9,944万円
（6.1％）

交付金など
58億3,344万円（7.3％）

その他
45億9,700万円（5.7％）
（…施設の使用料や各種証明
手数料など）

諸収入
71億1,340万円（8.9％）

自主財源　41.0％

依存財源　59.0％

市税
211億5,925万円
（26.4％）

自主財源：市税、使用料など市が自主的に得られる財源
依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準に
　　　　　よって定められた額が交付される財源

一般会計の決算は、歳入（１年間
に市に入ったお金）総額が800
億７千万円余、歳出（１年間に市
が使ったお金）総額は770億２千万
円余となり、令和４年度へ繰り越す
財源６億７千万円余を除いた実質
収支は、23億７千万円余の黒字と
なりました。この実質収支から前
年度実質収支（13億５千万円余）を
除いた単年度収支は、10億２千万
円余の黒字となりました。

歳入（Ａ） 800億7,717万円

歳出（Ｂ） 770億2,504万円

翌年度繰越財源（Ｃ） 6億7,411万円

前年度実質収支（Ｄ） 13億5,206万円

単年度収支
（Ａ-Ｂ-Ｃ-Ｄ） 10億2,595万円

歳入51万9,530円
（前年度比16.1％減）

歳出49万9,728円
（前年度比17.7％減）

市民一人当たりに換算すると

※市民一人当たりの金額は、令和４年４月１日現在の住民基本台帳人口（154,134人）で割ったものです。

民生費
17万3,106円

農林水産業費
1万7,827円

総務費
6万4,772円

消防費
1万2,407円

土木費
6万264円

災害復旧費
1万1,210円

教育費
3万7,819円

議会費
2,330円

商工費
3万9,960円

労働費
1,214円

衛生費
3万4,730円

公債費
4万4,089円

歳　出　内　訳

実質単年度収支

市税に含まれる目的税（入湯税と都市計画税）の使いみち

●入湯税（2,247万円）
　観光施設の整備、消防施設などの整備、環境衛生
施設の整備などに要する費用に充てるため、温泉
の入湯客に納めていただく目的税です。

【入湯税を充てた主な事業】	 事業費
○観光施設の整備…………………………… 309万円
○観光振興（観光施設の整備を除く）…………4億8,816万円
○消防施設などの整備…………………… 2,997万円
○環境衛生施設の整備…………………… 5,408万円
○基金への繰入れ………………………… 1,700万円

●都市計画税（10億8,385万円）
　都市計画事業などに要する費用に充てるた
め、都市計画区域内の土地または家屋の所
有者に納めていただく目的税です。

【都市計画税を充てた主な事業】… 事業費
○街路の整備………………………1億5,192万円
○公園の整備………………………… 8,974万円
○下水道の整備………………… 14億3,651万円
○上記事業の地方債償還……… 41億4,322万円
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◦労働者福祉事業………………………………………………… …5,482万円
……（勤労者住宅建設資金融資預託金など）
◦雇用対策職業訓練事業… …………………………………… …4,717万円

1.9億円労働費
～雇用の促進と労働者福祉のために～

◦…議員人件費… ……………………………………………… 2億6,873万円
◦…議会運営事業など……………………………………………… 2,142万円
　（政務活動費交付金など）

3.6億円議会費
～市議会の運営のために～

◦中小企業金融対策事業………………………… 41億5,758万円
　（中小企業の資金繰り支援、利子補給など）
◦観光宣伝・施設整備等事業……………………… 8億8,905万円
　（観光協会への負担金、観光施設の整備、管理委託など）
◦商業振興事業……………………………………… 4億6,266万円
　（新型コロナウイルス経済対策事業など）

62億円商工費
～商工観光の振興のために～

19億円消防費
～救急・消防のために～

◦…広域連合負担金……………………………………………16億2,610万円
◦…消防団運営事業…………………………………………… 1億5,476万円
……（普通積載車の更新など）

市の予算は、使う目的別に区分しています。
各区分に掲載している事項は、令和３年度に実施した主な事業です。それぞれの区分に含まれる人件費は総額で121億円（歳出
総額の15.6％）、普通建設事業費は総額で58億円（歳出総額の7.5％）です。

◦農業集落排水事業会計への補助………………… 8億9,603万円
◦土地改良事業……………………………………… 7億1,260万円
　（農道整備、水路改修など）
◦農業振興費………………………………………… 1億3,881万円
　（担い手農業者や新規就農者への支援など）
◦森林整備費………………………………………… 1億………542万円

27億円農林水産業費
～農業・林業の振興のために～

◦広域連合・一部事務組合負担金……………… 10億9,758万円
　（クリーンセンター、斎場、依田窪病院負担金など）
◦新型コロナウイルスワクチン接種事業………… 9億9,800万円
◦ごみ処理、再資源化対策等事業………………… 8億6,908万円
　（ごみや資源物の収集・処理委託など）
◦健康事業…………………………………………… 7億3,454万円
　（各種健診や予防接種の実施など）

54億円衛生費
～ごみ処理や健康づくりなどのために～

◦市庁舎改修・改築事業…………………………… 5億6,009万円
◦電算業務管理運営事業…………………………… 4億9,124万円
◦公立大学法人長野大学関係事業………………… 3億5,731万円
◦交流文化芸術センター管理運営事業……………3億 327万円

100億円総務費
～市の全般的な事務のために～

◦公共下水道事業会計への補助………………… 25億6,392万円
◦土地開発公社への貸付金…………………………………22億円
◦市道新設改良事業……………………………… 11億1,643万円
　（箱畳線、上丸子石井線など）
◦道路維持事業……………………………………… 6億7,849万円
　（道路の舗装工事、除雪など）

93億円土木費
～道路や河川などの整備のために～

17億円災害復旧費
～被災施設の機能回復のために～

◦公共土木施設災害復旧事業……………………………10億2,739万円
◦…農林水産業施設災害復旧事業………………………… 6億8,812万円

◦自立支援給付事業……………………………… 41億7,376万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費など）
◦介護保険費……………………………………… 23億8,321万円
◦保育所費…………………………………………… 23億6,869万円
　（管理、建設、民間保育所助成など）
◦児童手当支給事業……………………………… 23億… 834万円
◦子育て世帯への臨時特別給付金給付事業…… 22億7,007万円

267億円民生費
～福祉や子育て事業のために～

68億円公債費
 ～借りたお金の返済のために～

令和3年度の決算状況

◦体育施設管理事業……………………………… 13億2,472万円
　（体育施設の管理委託など）
◦小中学校管理運営事業………………………………7億1,847万円
◦幼稚園助成事業…………………………………… 3億………762万円
◦学校給食管理運営事業…………………………… 2億2,916万円

58億円教育費
～子どもたちの教育などのために～

消防費
19億1,242万円（2.5％）

災害復旧費
17億2,786万円（2.2％）

総務費
99億8,363万円
（13.0％）

教育費
58億2,921万円（7.6％）

民生費
266億8,156万円
（34.6％）

土木費
92億8,869万円
（12.1％）

商工費
61億5,915万円（8.0％）

衛生費
53億5,305万円（6.9％）

公債費
67億9,545万円（8.8％）

農林水産業費
27億4,768万円（3.6％）

その他 （議会費、労働費）
5億4,634万円（0.7％）

歳出
770億2,504万円
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会 計 名
決　　算　　額

歳　入 歳　出

土地取得事業 4億6,620万円 4億6,620万円

同和地区住宅新築資金等貸付事業 1億6,939万円 1億6,939万円

国民健康保険事業 158億7,667万円 156億6,806万円

後期高齢者医療事業 21億………991万円 20億4,386万円

介護保険事業 165億2,754万円 162億9,910万円

駐車場事業 1億 379万円 1億………379万円

武石診療所事業 1億 933万円 9,459万円

合　　計 353億6,284万円 348億4,499万円

特別会計
特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするための会計です。
特別会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると、6.8％、22億933万円の増となりました。

【歳入】354億円　【歳出】348億円

※1　収益的収支：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
※2　資本的収支：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

公営企業会計

会 計 名
収益的収支※1 資本的収支※2

収　入 支　出 収　入 支　出

真田有線放送電話事業 4,358万円 4,038万円 0円 17万円

産婦人科病院事業 4億7,739万円 5億3,269万円 805万円 1,681万円

水道事業 29億5,547万円 26億………371万円 4億9,484万円 22億4,737万円

公共下水道事業 61億3,844万円 47億5,863万円 17億8,695万円 49億1,970万円

農業集落排水事業 13億8,728万円 11億9,814万円 3億4,974万円 8億………489万円

合　　計 110億………215万円 91億3,355万円 26億3,958万円 79億8,895万円

公営企業会計とは、水道料金などの収益によって運営される会計です。
企業会計全体の決算額（支出）は前年度と比べると、3.5％、５億7,665万円の増となりました。

【収入】136億円　【支出】171億円

●基金　265億8,012万円
市の貯金ともいえる基金を、令和３
年度は合計で31.4億円を積み立てる
一方、5.2億円を取り崩して、事業実
施のために活用しました。
【基金の年度末現在高】
（一般会計＋特別会計）
○財政調整基金… 40億7,381万円
○減債基金… 54億8,423万円
○その他特定目的基金……148億1,682万円
○定額運用基金… 22億………526万円

●有価証券	 7,120万円
●出資による権利	 29億2,987万円
●土地… 51,514,571㎡
　　　宅地… …2,268,459㎡
　　　山林… 41,436,373㎡
　　　その他… 7,809,739㎡
●建物（延床面積）… 675,362㎡

内
　訳

●市債残高　1,120億円
道路、学校、病院や下水道など社会資本
整備のため市債（借入金）を活用しています。
長期の借入を行うことで、財政負担を
複数年に分け、計画的な財政運営を行って
います。

区　分 令和３年度末
一 般 会 計 666億1,681万円
特 別 会 計 1億7,631万円
企 業 会 計 451億6,113万円
合　計 1,119億5,425万円

上田市の財産

※この基準を超えると国の定めに従い、健全化に向けた取り組みが必要になります。

財政状況 財政の健全性を示す財政指標はいずれも、早期健全化基準を下回っており健全であることが示されています。
実質赤字比率および連結実質赤字比率は黒字決算のため、該当がありませんでした。

指　　標 内　　容 結　　果 早期健全化基準※

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 ―（ 5.81％黒字） 11.43％

連結実質赤字比率 全会計（一般、特別、企業）の赤字の割合 ―（27.70％黒字） 16.43％

実質公債費比率 年間の借金返済額の割合 5.3％ 25.0％

将来負担比率 将来に負担が見込まれる負債（借金）の割合 23.5％ 350.0％

令和３年度の決算状況

広報うえだ　2022.11 26

舞田の北側、仁
に　こ　だ

古田へ通じる権
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峠
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の麓に総高212㎝の大きな五輪塔が

あります。五輪塔は真言宗や天台宗の密教に由来する供養塔や墓
ぼ

塔
とう

で、

文字どおり5つの部位からできており、宇宙の構成要素を表していると

されています。

舞田にある五輪塔は、鎌倉時代の優品として知られ、県内で最も古く、

最大のものと考えられることから、県宝に指定されています。鎌倉時代

に源頼朝に仕えた金
こん

王
のう
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まる

土
と

佐
さの

坊
ぼう

昌
しょう

俊
しゅん

の墓塔といわれており、「金王五輪塔」

とも呼ばれています。

■文化財所在地　舞田1007

「太陽と大地の聖地」  上田市日本遺産だより

上田市日本遺産構成文化財紹介  vol.17
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　上田市日本遺産推進協議会事務局（交流文化スポーツ課内）　☎75・2005
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竹
内
　
　
栄

転
ぶ
な
と
歩
幅
を
狭
く
二
本
杖
　
　
　
　
　
関
　
　
敏
雄

盆
で
来
て
娑
婆
は
暑
い
と
先
祖
さ
ん
　
　
　
金
井
　
和
敏

〈
選
者
吟
〉　

阿
弥
陀
ク
ジ
一
本
足
し
て
呼
ぶ
女
神

〈
選
者
評
・
一
句
目
〉　
子
供
の
頃
は
秋
の
魚
は
サ
ン
マ
、
御
近
所
か
ら

サ
ン
マ
を
焼
く
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
、
今
は
高
級
魚
、
値
段
も
高
く
手
が

届
か
な
い
、
ま
っ
た
く
こ
の
一
句
、
納
得
し
ま
す
。

斉さ
い

藤と
う

　俊し
ゅ
ん

酔す
い

　選

俳
　

句

島し
ま

田だ

　洋よ
う

子こ

　選

入

　選

雲
海
に
白
山
浮
か
べ
入
日
か
な
　
　
　
　
　
西
牧
　
一
明

ブ
ラ
ン
コ
に
夕
日
を
乗
せ
て
子
等
帰
る
　
　
勝
見
　
　
稔

花
び
ら
を
拡
げ
朝
顔
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
中
野
　
康
子

佳

　作

虫
時
雨
今
日
の
汚
れ
を
流
す
か
に
　
　
　
　
宮
入
　
和
子

日
傘
さ
し
小
さ
な
影
を
持
ち
歩
く
　
　
　
　
田
中
　
美
登

リ
フ
ト
の
子
足
を
ゆ
ら
ゆ
ら
花
野
風
　
　
　
高
木
　
和
代

向
日
葵
の
果
て
や
互
い
に
凭
れ
合
ひ
　
　
　
神
田
　
愛
子

高
原
に
ト
ラ
イ
の
汗
が
雄
叫
び
が
　
　
　
　
君
山
　
洋
子

風
一
陣
着
地
決
ま
ら
ぬ
揚
羽
蝶
　
　
　
　
　
柳
沢
　
幸
子

上
り
坂
よ
せ
よ
と
ば
か
り
油
蝉
　
　
　
　
　
若
林
み
ゑ
子

〈
選
者
吟
〉　

坂
上
る
日
傘
に
浮
力
生
ま
れ
け
り

〈
選
者
評
・
一
句
目
〉　
白
山
は
日
本
三
霊
山
の
一
つ
。
目
の
前
に
広
が
る

大
き
な
景
色
を
そ
の
ま
ま
素
直
に
詠
ん
で
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
。
雲
海

を
染
め
る
入
日
が
ま
ば
ゆ
い
で
す
。

文
　

芸
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● 種類ごと別々のはがきで裏面に住所、氏名（フリガナ）、短歌・
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●関連イベント
　12月18日開催の「上田市日本遺産シンポジウム2022」は17ページをご覧ください。
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